
令和2年度松戸市当初予算

一般会計予算の規模 1,551億6,000万円

令和2年度当初予算は、財源が厳しい中ではあるが、健全財政の確保を基本としながら、子育て・教育・
文化を軸として元気なまちづくりに必要な施策を積極的に取り入れた。

（前年度比 約 10億2千万円 ： 0.7％減）

○ 市税 690億円 （前年度比 0.1％ 5千万円増） ※昨年度に引き続き増額

■子育てのための施設等利用給付事業で約２２億円増

■（仮称）リサイクルプラザ建設事業で約６億円増

■プレミアム付商品券発行事業で約３８億円減

2020.2.17（月）令和2年度松戸市当初予算（主な事業等）

【
減
額
】

【
増
額
】

住民基本台帳人口 H21.1月から各月１日現在

■ 年少人口（15歳未満）の社会増減は、プラスの状況（転入超過）を維持
（H27年▲73人、H28年 ＋22人、H29年 ＋31人、H30年＋142人、Ｒ1年＋101人）

■ 年少人口に25歳以上45歳未満（年少人口世代の親世代を想定）の人口を
加えた社会増減でも、プラスの状況（転入超過）を維持

（H27年▲56人､Ｈ28年＋140人､H29年＋300人､Ｈ30年＋961人、R1年＋522人）
※ 「松戸市総合戦略」 基本目標Ⅰ「子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり」 の 数値目標



○過去10年間、大型事業に係る市債として約350億円を発行

【 主な大型事業の市債発行額 】

■ 新病院建設事業 … 約225億円 ■ 小中学校耐震化事業 … 約67億円
■ 東松戸小学校新設事業 … 約31億円
■ 小中学校冷房化事業 … 約20億円 など

○大型投資をしながらも、健全財政に意を注ぎ、

財務体質（基金残高－地方債残高）は、約164億円改善

○令和２年度は、過去の実績を加味すると、22億円程度の

財務体質の改善が見込まれる。
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204億8,669万円（R元決算見込－Ｈ21決算）・・①
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（土地開発公社用地買戻し、臨時財政対策債等を除く）

40億5,686万円（R元決算見込－Ｈ21決算）・・②
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※臨時財政対策債：平成１３年度の地方財政対策において措置された地方財源不足を補てんするために
地方財政法の特例として発行される地方債で、地方交付税の振替財源的性格を持ちます。

※平成２７年度から平成２９年度に、市立総合医療センター建設事業で約２２５億円を発行。
※平成２８年度に、土地開発公社解散に伴う保有土地の買戻しで約４４億円を発行。
※Ｒ2当初予算からの推計値は、Ｈ31予算と比較して、その予算構成に特殊要因等の大きな差が認められないため、Ｒ元決算見込と

同程度の基金積立を見込み推計値とした。

33,801,540

9億1,098万円

-13億3,160万円

（土地開発公社用地買戻し、臨時財政対策債等を除く）

（ Ｒ2当初予算からの推計値－Ｒ元決算見込）・・④

①-② 164億2,983万円改善 ③-④ 22億4,258万円改善

健全財政の推進
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１ 切れ目のない子ども・子育て支援の強化
★ 日本経済新聞社関連「共働き子育てしやすい街ランキング2019」で

2017年に続き全国編（東京を除く）１位を受賞。
★ 保育所の整備や幼稚園での預かり保育の促進など未就学児の支援を継続する

ほか、放課後KIDSルームの大幅増設、こども館や中高生の居場所の新設など
小・中・高校生への支援を強化していきます。

～ 未就学児への支援 ～
(1) 保育施設の充実【 1,258,422千円】

〇 県内一位の整備数となる小規模保育施設を、更に25か所整備
〔78か所⇒103か所〕(P.66)

〇 民間保育所の整備なども実施し定員745名増
〔R2.4月 8,499名⇒R3.4月 9,244名〕(P.65～66､68)

(2) 幼稚園での預かり保育の促進と利便性向上【 286,174千円】
〇 長時間の預かり保育を行う幼稚園を更に増 〔17園⇒19園〕(P.54)
〇 送迎保育ステーション増設〔4か所⇒5か所〕(P.67)

(3) 「保育士」と「幼稚園教諭」の確保【 1,019,691千円】(P.55､64～67）
〇 保育士・幼稚園教諭の確保と定着化への支援を継続
◎ 保育士が休暇を取りやすい環境づくりの支援【29,500千円】や奨学金返済の

支援【10,912千円】、 幼稚園教諭の免許更新費用の支援【750千円】などを
新規導入

(4) 地域子育て支援拠点の充実【 372,041千円】(P.49～51)
〇おやこＤＥ広場を増設して乳幼児一時預かりも実施

〔計24か所⇒計26か所〕
◎多胎育児世帯を対象とした交流会などを開催
〇病児・病後児保育の新規開設〔4園⇒5園〕

計 3,202,624 千円

令和２年度松戸市当初予算は、
１ 切れ目のない子ども・子育て支援の強化
２ 高齢者が活き活きと暮らし

活躍できる まちづくり の充実
３ 「まち」再生の推進
４ 災害に強いまちづくり
５ 東京オリンピック・パラリンピック関連

に重点配分
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２ 高齢者が活き活きと暮らし
活躍できる まちづくり の充実

★ 団塊世代が後期高齢者になる時代が間近に迫っています。
★ 「健康寿命の延伸」と「地域共生社会の実現」が今後ますます重要に。

～ 健康寿命の延伸～
◎ 「フレイル予防一体的推進事業」 【1,907千円】(P.47)

保健事業と介護予防を一体的に実施
高齢者の健康状態を把握するとともに、医療専門職が保健指導や家庭訪問
などを行い、加齢による心身虚弱に陥ることを予防

～ 地域共生社会の実現 ～
〇 「地域包括ケアシステムの構築」 【735,355千円 ※介護保険特別会計】(P.170 173)

「福祉まるごと相談窓口」による包括的な相談支援体制を構築
市内１５の日常生活圏域での

「地域包括支援センター」や「地域サポート医」の配置

◎ 「地域力強化の推進」【4,301千円】（P.22）

・「多世代まるごと居場所づくり」プロジェクトを市内３地区で試行
・町会・自治会の集会所などを活用した

「NPOなどの市民活動」や「地域活動」の活動拠点のマッチング
・エンディングノートのガイドラインづくり など を 新たに実施

計 741,563 千円

～ 小・中・高校生への支援を強化 ～

(5) 小・中・高校生の「居場所」づくり【 266,296千円】

〇 放課後ＫＩＤＳルームを増設 〔27校⇒37校〕(P.61)
〇 児童館・こども館を1か所新設 〔4か所⇒5か所〕(P.61)
〇 中高生の居場所を1か所新設 〔3か所⇒4か所〕(P.62)
〇 「ほっとステーション」を１か所新設〔1か所⇒2か所〕(P.135)

※ 各項目に記載のページは、「令和２年度 会計別予算案」に対応しています。
※ 項目1～５の各合計額（各項目右上太枠の数字）は、各々列挙した項目の予算額を合計したもので

す。
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３ 「まち」再生の推進
★ 幅広い世代の人が、住みやすく、買い物しやすい、

賑わいのあるまちづくりを進めます。

(1) 松戸駅周辺地域活性化事業【 187,743千円】 (P.116)

◎ 新拠点ゾーン 整備基本計画の策定
◎ 松戸駅西口駅前広場ペデストリアンデッキの改修（タイルの張替等）

(2) 新松戸駅東側地区土地区画整理事業関連【 510,498千円】
新松戸駅東側地区の皆さまと合意形成のための取り組みを継続し、
事業の推進を図る

◎ 特別会計を新設 【277,625千円】 (P.175)
◎ 常磐線快速列車 新松戸駅停車に係る調査等【28,820千円】 (P.117)
◎ 都市計画道路３・４・１８号線街路整備事業（幸谷） （継続費）

【194,053千円】 (P.119)
〇 都市計画道路３・４・１８号線街路整備業務（幸谷） 【10,000千円】 (P.119)

計 698,241 千円

４ 災害に強いまちづくり
★ ハード面とソフト面、両方の対策を着実に進めます。

◎ 情報システム統合基盤経費【58,500千円】（P.12）

情報システムを段階的にデータセンターへ移行し、クラウド化を推進する
〇 既存建築物耐震診断・改修促進事業 【28,280千円】（P.107～109）

◎耐震改修促進計画の策定 など
〇 浸水被害防止事業 【9,200千円】（P.110）

災害緊急対応委託料、復旧資材購入費
〇 排水施設整備事業 【442,383千円】 （P.122～123）

排水路の整備、 ◎排水機場ポンプ改修工事 など
〇 雨水流出抑制事業【27,060千円】（P.123）

遊水地保全業務、雨水貯留池維持管理業務
〇 防災組織強化事業【18,622千円】（P.128～129）

◎地域防災計画修正 、◎住家被害認定調査講習会開催 など
〇 防災施設整備事業【75,315千円】（P.129～130）

分散備蓄倉庫・資機材の整備、緊急遮断弁の整備、被災者支援システム
の運用管理、防災行政無線等の整備、避難誘導標示板の設置など

◎ 国土強靭化地域計画策定事業【5,000千円】（P.130）

計 664,360 千円
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※ 各項目に記載のページは、「令和２年度 会計別予算案」に対応しています。
 ※ 

 
項目1～５の各合計額（各項目右上太枠の数字）は、各々列挙した項目の予算額を合計したものです。

5 東京オリンピック・パラリンピック関連
(P155～156)

★ 松戸市はドミニカ共和国・ルーマニアのホストタウンです。
★ オリンピック聖火リレーでは、7月４日（土）に松戸中央公園で、

千葉県内の最終聖火ランナー到着をみんなでお祝いします。

(1) 事前キャンプ受入関連【 337,124千円】
〇 事前キャンプ受入関係経費【46,078千円】
〇 松戸運動公園管理運営事業（陸上競技場）〈継続費〉 【291,046千円】

(2) 聖火リレー関連【 31,145千円】
〇 聖火リレー関係経費【3,145千円】
◎ 松戸中央公園園路広場修繕等 【6,000千円】
◎ 自転車通行帯設置業務委託料 【15,000千円】
〇 道路等清掃委託料 【7,000千円】

(３) 「夢の教室」を開催する経費 ほか【 21,955千円】
〇 「夢の教室」委託料【10,736千円】
〇 市民向け講演会開催経費他【2,709千円】
〇 推進会議委員報酬【510千円】
〇 オリンピック・パラリンピック強化指定選手助成金【1,800千円】
〇 スポーツ大会優秀選手褒賞金【2,200千円】
◎ ユニバーサルデザインタクシー導入促進事業補助金 【4,000千円】

計 390,224 千円
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